
 

 

令和３年度 11 月定例記者会見 次第 

日時：11 月 22 日（月）9 時 30 分  

会場：糸島市役所 庁議室  

【出席者】  

〔伊都国記者会〕朝日新聞社、糸島新聞社、西日本新聞社、毎日新聞社、  

読売新聞社、ＮＨＫ福岡放送局、時事通信社  

〔糸島市〕   市長、副市長、教育長  

  関係部課   （総務部）総務課、財政課  

         （企画部）経営戦略課  

         （産業振興部）商工観光課  

         （教育部）文化課  

 

１ 市長あいさつ・市長短信                   ●短信資料  

 

 

２ 12 月のイベント                     ●イベント情報  

 

 

３ 案件  

（１）令和３年糸島市議会 12 月定例会提出議案について  

（総務課） ●資料１ 

（２）令和３年度 12 月補正予算の概要  

（財政課） ●資料２ 

（３）ふるさと納税返礼品で電子感謝券の運用開始  

（経営戦略課）  ●資料３  

（４）第５回伊都国フォーラムの開催  

（文化課） ●資料４ 

（５）『オール糸島地参地商』地域アクセスと滞在時間向上事業 

（商工観光課）  ●資料５  

 

４ 懇談・その他  

 

 

   ■次回定例記者会見の開催日時（予定）  

日時：12 月 24 日（金）13 時 30 分～  

場所：糸島市役所 庁議室  
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令和３年糸島市議会第４回定例会提出議案について 

 

☆ １１月２６日から開会予定の糸島市議会第４回定例会に付議する議案を、本日送付いた

しました。 

☆ 案件といたしましては、議案第６８号「固定資産評価審査委員会委員の選任について」

から議案第９２号「令和３年度糸島市下水道事業会計補正予算（第１号）」までの２５議案

を提案させていただくこととしております。 

 

※提出議案   ２５件 

◇ 人事案件〔３件〕 

固定資産評価審査委員会委員の選任について 

 

◇ 条例議案〔６件〕【一部改正条例６件】 

糸島市行政組織条例の一部を改正する条例について 

糸島市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

糸島市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

糸島市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例につ

いて 

糸島市体育施設条例の一部を改正する条例について 

糸島市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例について 

 

◇ その他の議案〔９件〕 

財産の処分について 

財産の処分について 

財産の処分について 

曽根体育館ほか１０件の指定管理者の指定について 

工事請負契約の変更について（前原小学校校舎大規模改造工事） 

事業契約の変更について（糸島市運動公園整備・管理運営事業） 

住居表示の実施に伴う町及び字の区域並びに名称の変更について 

市道路線の廃止について 

市道路線の認定について 

 

◇ 補正予算〔７件〕 

令和３年度糸島市一般会計補正予算（第７号） 

令和３年度糸島市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

令和３年度糸島市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

令和３年度糸島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

定例記者会見●資料１ 

令和３年 11月 22日（月） 

総務部総務課 
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令和３年度糸島市渡船事業特別会計補正予算（第１号） 

令和３年度糸島市水道事業会計補正予算（第１号） 

令和３年度糸島市下水道事業会計補正予算（第１号） 

 

※報告 ３件 

◇ 議会の委任による専決処分について（市が管理する道路の陥没による歩行者転倒事故の

損害賠償及び和解） 

◇ 議会の委任による専決処分について（市が管理する道路の横断側溝による車両事故の損

害賠償及び和解） 

◇ 議会の委任による専決処分について（市が管理する道路の横断側溝による車両事故の損

害賠償及び和解） 

 

☆ 議案の内容といたしましては、 

 

●人事案件（３件） 

【総務課】 

議案第６８号～議案第７０号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 

 ※ 固定資産評価審査委員会の委員３名の任期満了に伴い、地方税法第４２３条第３項の規定

により、市長が委員を選任するに当たり、議会の同意を求めるもの。 

・石井 修  （いしい おさむ 再任） 

・大庭 武己 （おおば たけみ 再任） 

・小林 佳子 （こばやし よしこ 再任） 

・令和４年３月２日から令和７年３月１日まで （３年間） 

 

●条例議案（６件） 

〔一部改正（６件）〕 

【総務課】 

議案第７１号 糸島市行政組織条例の一部を改正する条例について 

 ※ 更なる事務の効率化などを目的に糸島市の行政組織を見直す必要が生じたため、条例を改

正するもの。 

 

【国保年金課】 

議案第７２号 糸島市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

 ※ 健康保険法施行令の一部改正に伴い、条例を改正するもの。 

 

【国保年金課】 

議案第７３号 糸島市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

 ※ 地方税法の一部改正に伴い、条例を改正するもの。 
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【都市計画課】 

議案第７４号 糸島市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条

例について 

※ 都市計画法に基づき決定された池田宮園地区地区計画、板持蔵ノ元地区地区計画及び前原

地区地区計画について、その内容を条例に反映させるため、条例を改正するもの。 

 

【生涯学習課】 

議案第７５号 糸島市体育施設条例の一部を改正する条例について 

 ※ 糸島市運動公園多目的体育館等の位置の表示を変更するため、条例を改正するもの。 

 

【総務課】 

議案第７６号 糸島市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例につ

いて 

 ※ 更なる事務の効率化などを目的に糸島市公営企業の組織を見直す必要が生じたため、条例

を改正するもの。 

 

●その他の議案（９件） 

【危機管理課】 

議案第７７号 財産の処分について 

 ※ 公有財産である水防倉庫（御床）を処分（御床区自治会へ無償譲渡）するため、議会の議

決を求めるもの。 

 

【生活環境課】 

議案第７８号 財産の処分について 

 ※ 公有財産である土地を処分（濱窪区へ無償譲渡）するため、議会の議決を求めるもの。 

 

【人権・男女共同参画推進課】 

議案第７９号 財産の処分について 

 ※ 公有財産である松浦集会所を処分（松浦コミュニティセンター自治会へ無償譲渡）するた

め、議会の議決を求めるもの。 

 

【生涯学習課】 

議案第８０号 曽根体育館ほか１０件の指定管理者の指定について 

※ 曽根体育館ほか１０件の指定管理者の指定について、議会の議決を求めるもの。 

・公益社団法人糸島市シルバー人材センター 理事長 三嶋 俊蔵 

  ・令和４年４月１日から令和７年３月３１日まで（３年間） 
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【教育総務課】 

議案第８１号 工事請負契約の変更について 

※ 前原小学校校舎大規模改造工事請負契約について、工事の施工内容が一部変更となり、そ

の工事費が増加したため、契約の金額の変更を行うことについて、議会の議決を求めるもの。 

契約の金額 変更前 ４億５，６１９万２，０００円 

変更後 ４億６，６２９万円 

 

【経営戦略課】 

議案第８２号 事業契約の変更について 

※ 糸島市運動公園整備・管理運営事業契約について、物価水準の変動に伴い、契約の金額の

変更を行うことについて、議会の議決を求めるもの。 

契約の金額 変更前 ５７億６，９５７万２，８６５円 

変更後 ５９億２，４５０万１，２６５円 

 

【市民課】 

議案第８３号 住居表示の実施に伴う町及び字の区域並びに名称の変更について 

※ 住居表示の実施に伴い、町及び字の区域並びに名称を変更するため、議会の議決を求め

るもの。 

 

【建設課】 

議案第８４号 市道路線の廃止について 

※ 市道路線（２路線）を廃止するため、議会の議決を求めるもの。 

 

【建設課】 

議案第８５号 市道路線の認定について 

※ 市道路線（８路線）を認定するため、議会の議決を求めるもの。 

 

●令和３年度補正予算（７件） 

【財政課】 

議案第８６号 令和３年度糸島市一般会計補正予算（第７号） 

※ 今回の補正：15 億 8,124万 2千円を追加し、予算総額 446億 2,888万 8千円とする。 

【別途財政課作成資料あり】 

 

【国保年金課】 

議案第８７号 令和３年度糸島市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

※ 今回の補正：6億 6,431万円を追加し、予算総額 132億 6,050万 3千円とする。 
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【介護・高齢者支援課】 

議案第８８号 令和３年度糸島市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

※ 今回の補正：266 万 9千円を追加し、予算総額 96億 1,149万 7千円とする。 

 

【国保年金課】 

議案第８９号 令和３年度糸島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

※ 今回の補正：392 万 3千円を追加し、予算総額 15億 7,401万 8千円とする。 

 

【地域振興課】 

議案第９０号 令和３年度糸島市渡船事業特別会計補正予算（第１号） 

※ 今回の補正：351 万 8千円を追加し、予算総額 8,948万 6千円とする。 

 

【業務課】 

議案第９１号 令和３年度糸島市水道事業会計補正予算（第１号） 

※ 今回の補正：収益的収入及び支出の既決予定額の補正等 

 

【業務課】 

議案第９２号 令和３年度糸島市下水道事業会計補正予算（第１号） 

※ 今回の補正：収益的収入及び支出の既決予定額の補正等 

 

●報告（３件） 

【建設課】 

報告第 ９ 号 議会の委任による専決処分について（市が管理する道路の陥没による歩行者転倒

事故の損害賠償及び和解） 

※ 市が管理する道路の陥没による歩行者転倒事故の損害賠償及び和解について、地方自治法

第１８０条第１項の規定により専決処分をしたので、同条第２項の規定により、議会に報告

するもの。 

[事故の概要] 

市が管理する道路を相手方が歩行中、道路上の陥没箇所に右足を取られ転倒した。これに

より、相手方は右足を負傷した。 

過失割合 市 ２０％ 相手方 ８０％  損害賠償額 ６，５１８円 

 

【建設課】 

報告第１０号 議会の委任による専決処分について（市が管理する道路の横断側溝による車両事

故の損害賠償及び和解） 

※ 市が管理する道路の横断側溝による車両事故の損害賠償及び和解について、地方自治法第

１８０条第１項の規定により専決処分をしたので、同条第２項の規定により、議会に報告す

るもの。 
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[事故の概要] 

市が管理する道路を相手方の車両が走行中、道路上の横断側溝を通過する際、横断側溝の

グレーチングが跳ね上がり相手方の車両の右底部と接触した。これにより、相手方の車両の

燃料タンクが破損した。 

過失割合 市 １００％ 相手方 ０％  損害賠償額 １４４，９１４円 

 

【建設課】 

報告第１１号 議会の委任による専決処分について（市が管理する道路の横断側溝による車両事

故の損害賠償及び和解） 

※ 市が管理する道路の横断側溝による車両事故の損害賠償及び和解について、地方自治法第

１８０条第１項の規定により専決処分をしたので、同条第２項の規定により、議会に報告す

るもの。 

[事故の概要] 

市が管理する道路を相手方の車両が走行中、道路上の横断側溝を通過する際、横断側溝の

グレーチングが跳ね上がり相手方の車両の右底部と接触した。これにより、相手方の車両の

ナンバープレート等が破損した。 

過失割合 市 １００％ 相手方 ０％  損害賠償額 １０５，７６５円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆問合せ先 

  総務部 総務課 （担当：波多江） 

  ＴＥＬ  ３２３－１１１１（代表） 内線１２１０ 

       ３３２－２１００（直通） 
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■一般会計補正予算（第７号） 

補 正 額     15億8,124万2千円の追加 

補正後予算総額  446億2,888万8千円 

今回の補正予算は、ふるさと応援寄附金の増加に伴う関連経費及び基金積立金、大

雨災害等に係る災害復旧費、新型コロナウイルス感染症対策に係る事業、社会保障制

度に関連する経費等の予算を追加計上し、人事異動等に伴う人件費の調整分や事業額

の確定等に伴う不用額については減額しています。 

財源は、国・県からの補助金、市債等の特定財源及び基金繰入金等で対応していま

す。 

【主な歳出】 

 （   ）は所管課 

 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を充当した項目には☆マークを付しています。 

１款 議会費 ～ 10款 教育費 

◆Ｐ24～63 職員人件費（市長、副市長、教育長人件費含む）  △1億257万6千円 

 人事異動に伴う職員人件費の調整等により減額します。          （総務課） 

２款 総務費 

◆Ｐ26，27 庁舎維持管理費                    423万8千円 

 令和４年度から新組織機構に改編することに伴う、庁舎レイアウト変更のための需用費、

工事請負費、備品購入費の増額 400万6千円を含みます。       （管財契約課）                                

☆Ｐ26，27 市民協働まちづくり推進事業費             △61万2千円 

 コロナ禍における市民活動の停滞を防ぐため、ＮＰＯ・ボランティアセンター内にリモ

ート会議ができる環境を整える需用費、備品購入費 28万8千円の増額を含みます。 

《新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 充当》     （地域振興課） 

◆Ｐ26，27 ふるさと応援寄附推進事業費              3億1,852万1千円 

 ふるさと応援寄附金の寄附額見込増（11億円→17億円）により、記念品代（返礼品代）

や諸手数料（システム利用料、返礼品送料）等の経費を増額します。 （経営戦略課） 

 

令和３年度 12 月補正予算の概要 

定例記者会見●資料２ 

令和３年 11月 22日 

総務部 財政課 
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☆Ｐ28，29 コミュニティセンター管理運営費           2,046万3千円 

 感染症拡大防止のため、アクリルパネルスタンド、足踏み消毒液スタンド等を購入する

消耗品、備品購入費1,999万円の増額を含みます。 

    《一部、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 充当》  （地域振興課） 

◆Ｐ28，29 コミュニティセンター改修事業費              884万4千円 

 南風コミュニティセンターで発生した雨漏りに対応するため、屋根等の改修工事を行い

ます。 

 工事請負費は継続費、監理業務委託費は債務負担行為を設定します。（地域振興課） 

◆Ｐ28，29 前原南コミュニティセンター整備事業費          △7,399万円 

 継続費事業。解体工事の完了及び支払計画について、令和3年度60％→40％、令和4年度

40％→60％とすることとなったため減額します。                                

３款 民生費 

◆Ｐ32，33 新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金事務費  146万4千円 

 新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金について、申請受付期間の最終日が令

和3年8月31日から11月30日まで延長されたため、事務費を増額します。《国費100％充当》                        

（福祉支援課） 

◆Ｐ32，33 障害福祉サービス事業費             1億4,248万5千円 

 報酬改定、利用者増等に伴い、各給付費を増額します。《国費1/2、県費1/4》 

（福祉支援課）            

☆Ｐ34，35 あごら管理運営費                   279万2千円 

 感染症拡大防止のため、置型空気除菌器20台を購入します。 

《新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 充当》（介護・高齢者支援課） 

◆Ｐ36，37 障害児福祉サービス事業費              5,881万1千円 

  報酬改定、利用者増等に伴い、給付費等を増額します。《国費1/2、県費1/4》 

                                    （福祉支援課） 

◆Ｐ36，37 放課後児童クラブ管理運営費              419万5千円 

 感染症拡大防止のため、畳敷の保育室を順次フローリングに切り替えていくため、桜野、

整備中の東風4の放課後児童クラブの椅子、テーブル等を購入します。 

                                   （子ども課） 

◆Ｐ36～39 児童手当支給事務費                  469万1千円 

 国では、令和4年度から、年収1,200万円以上の保護者への児童手当特例給付金を廃止し、

併せて児童手当現況届も廃止することとされていることに伴い、システム改修と受給者

への周知が必要であるため増額します。《国費100％》          （子ども課） 
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４款 衛生費 

◆Ｐ38，39 健康増進事業費                      440万円 

 国は健（検）診結果の情報について、マイナポータルを利用して、個人による一元的な

確認や、転入・出時の市町村間の引継ぎが可能な環境づくりを進めており、先行実施さ

れている乳幼児健診に加え、令和４年度はがん検診、肝炎ウイルス検診、骨粗しょう症

検診、歯周病疾患検診情報まで拡大することが示されたため、必要な電算システムの整

備を行います。《国費 補助基準額の2/3（一部1/2）》       （健康づくり課） 

◆Ｐ40，41 新型コロナウイルスワクチン接種事業費       1億9,862万3千円 

 ワクチンの3回目の接種実施に向けて必要な経費 1億9,448万円の増額を含みます。 

《国費100％充当》                       （健康づくり課）                               

◆Ｐ40，41 火葬場管理運営費                     85万3千円 

 灯油の市場価格が高騰しているため燃料費を増額します。      （生活環境課） 

◆Ｐ42～45 ごみ焼却処理施設管理運営費               1,159万2千円 

 コークス及び灯油の市場価格が高騰していることに伴う燃料費の増額 1,430万7千円を

含みます。                           （生活環境課） 

６款 農林水産業費 

☆Ｐ46，47 普通作振興費                       51万6千円 

 市と酒米生産者（ＪＡ生産部会）、糸島小売酒販組合と連携し、生産量が減少している

糸島産山田錦を原料とした新商品等の販売拡大キャンペーンを実施します。 

《新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 充当》       （農業振興課） 

☆Ｐ50，51 その他水産振興事業費（漁業者受託販売手数料支援事業補助金） 3,638万6千円 

 感染症拡大に影響を受けた漁業者支援を目的に、令和3年4月から令和4年2月までの水揚

げに対し、漁業者が糸島漁業協同組合に支払う受託販売手数料の一部を補助します。 

《新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 充当》     （農林水産課） 

７款 商工費 

◆Ｐ50，51  その他商工振興費（にぎわい回復チャレンジ事業補助金） 1,000万円 

 感染症の影響により、地域経済が低迷する中、市内商工業者が加盟する団体が取り組む

消費喚起のキャンペーンなどに補助金を交付します。        （商工観光課） 

☆Ｐ50～53 観光のまちづくり事業費（観光事業者事業継続支援給付金） 1,855万円 

 感染症の影響により、売上が減少した観光事業者に対し、事業継続と観光需要の回復期

への備えを後押しするために支援金を給付します。 

《新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 充当》     （商工観光課） 
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８款 土木費 

◆Ｐ54，55 駅関連施設管理費（危険箇所調査点検委託）       685万5千円 

 筑前前原駅、美咲が丘駅、福吉駅の自由通路で修繕が多発しているため、令和4年度か

ら計画していた建屋点検を前倒しして行います。          （施設管理課） 

１０款 教育費 

☆Ｐ58，59 情報教育推進事業費（委託料、備品購入費）        3,145万円 

 校内通信ネットワーク整備委託 493万6千円：国のＧＩＧＡスクール構想を踏まえた校

内通信ネットワークについて、職員室にアクセスポイントを設置するためネットワーク

配線を行います。《新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 充当》 

 教材備品 2,663万円：一人一台端末の環境を確保するため、次年度に向けて児童生徒、

指導者用端末の不足分を購入します。               （学校教育課） 

☆Ｐ62～65 歴史博物館管理運営費（備品購入費）          39万７千円 

 感染症対策により募集人数を半減させている博物館講座について、より多くの方に参加

していただけけるよう、講座内容を録画して公開するための機材を購入します。 

《新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 充当》       （文化課） 

☆Ｐ64，65 図書館管理運営費（需用費、使用料及び賃借料、工事請負費、 

備品購入費（施設用備品）） 456万7千円 

 市民の読書習慣形成・定着を図るため、中学生向け電子書籍の導入、動画によるビブリ

オバトル・ブックトークの推進、視覚障害者等サービスの充実を計画していましたが、

国財源を活用し、計画を一部前倒しして実施します。  

《新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 充当》     （生涯学習課） 

１１款 災害復旧費 

◆Ｐ66，67 農業用施設災害復旧費               1億6,802万4千円 

 令和３年８月豪雨災害により被災した、ため池３箇所の補助対象事業及び継足し単独事

業分の事業費を増額します。                   （農林水産課）  

◆Ｐ66，67 林業施設災害復旧費                   1億4,300万円 

 令和３年８月豪雨災害により被災した、林道４箇所の補助対象事業及び単独事業分の事

業費を増額します。                        （農林水産課） 

１３款 諸支出金 

◆Ｐ68，69 ふるさと応援基金積立金                     6億円 

 寄附額の目標を11億円に設定していましたが、17億円の寄附額を見込めるため、基金積

立金を増額します。                       （経営戦略課） 
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（千円） 

（千円） 

【主な歳入】                        

◆Ｐ12，13 地方特例交付金                       4,330万9千円 

 交付額確定に伴い増額します。 

 地方特例交付金 △8,964万円、新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補填特別

交付金＋1億3,294万9千円                     （財政課） 

◆Ｐ14～19 国・県支出金                        6億9,648万円 

 対象事業費の増等に伴い増額します。                

（農業振興課、農林水産課、福祉支援課、健康づくり課、子ども課等） 

 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 7,016万6千円：国の令和３年度予

備費留保分と令和２年度補正予算の繰越分を財源とした追加交付分を計上しています。 

（経営戦略課） 

◆Ｐ18，19 寄附金                                                  6億円 

 ふるさと応援寄附金の収入見込み増により増額します。        （経営戦略課） 

◆Ｐ18，19 財政調整基金繰入金                  2億2,000万円 

                                     （財政課） 

◆Ｐ22，23 市債                         △2,590万円 

 対象事業費の増減等に伴い減額します。 

（地域振興課、農林水産課、建設課、施設管理課等） 

【第２表 継続費】(P6)  追加１件、変更1件 

（追加） 

事業名 総額 年度 年割額 

南風コミュニティセンター改修事業  22,110  
令和３年度 8,844 

令和４年度 13,266 

 南風コミュニティセンターで発生した雨漏りに対応するため、令和３年度から令和４年

度にかけて屋根改修工事を行うため継続費を設定します。令和3年度は40％を前払金とし

て支出予定です。 

（変更） 

事業名 補正前 補正後 

前原南コミュニティセンター 

整備事業 

総額 年度 年割額 総額 年度 年割額 

365,894  
令和３年度 204,956 

365,894  
令和３年度 132,304 

令和４年度 160,938 令和４年度 233,590 

解体工事の完了及び支払計画について、令和3年度60％→40％、令和4年度40％→60％とすること

となったため、年割額を変更します。 
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【第３表 債務負担行為】(P7)  追加８件、変更４件 

（追加）                               （千円） 

事 項 期 間 限度額 内 容 

一般事務委託 
令和３年度 

～令和４年度 
59,362 

令和３年度中に契約を締結し、事務委託業務を通年で

委託するため追加します。       （総務課） 

南風コミュニティセンタ

ー改修工事監理委託 

令和３年度 

～令和４年度 
1,019 

南風コミュニティセンターにおける雨漏り発生に伴

い、令和３年度から令和４年度にかけて屋根等の改修

工事を行うため追加します。    （地域振興課） 

ごみ焼却処理施設屋根改

修工事設計監理委託 

令和３年度 

～令和４年度 
3,553 

ごみ処理施設のごみピット上部屋根の支持材が腐食

しており、改修工事を行うため追加します。 （生活

環境課） 

新開桂木線ほか１路線整備

公共施設管理者負担金 

令和４年度 

～令和５年度 
58,000 

組合施行の糸島市泊土地区画整理事業と一体的に市

が幹線道路を整備していくため追加します。               

（都市計画課） 

駅関連施設危険箇所点検

委託 
令和４年度 10,284 

修繕が多発する筑前前原駅、美咲が丘駅、福吉駅の自

由通路の建屋点検を令和３年度から令和４年度にか

けて行うため追加します。     （施設管理課） 

外国語指導助手派遣業務

委託 

令和３年度 

～令和６年度 
39,699 

令和４年度の授業等開始に向け、令和３年度中に契約

を締結するため追加します。    （学校教育課） 

学習教材ソフトウェア等

使用料 

令和３年度 

～令和６年度 
120,111 

一人一台端末を活用した学習において、現在使用中の

ソフトウェア無償利用期間が令和３年度末で終了す

ることに伴い、令和３年度中に令和４年度以降の使用

料の契約を締結するため追加します。 （学校教育課） 

曽根体育館ほか10件管理運

営委託（指定管理料） 

令和３年度 

～令和６年度 

協定に   

定める額 

指定管理期間を令和６年度までと設定し、指定管理者

に対し複数年にわたって管理運営経費を支出するた

め追加します。          （生涯学習課） 

（変更）                               （千円） 

事     項 
補  正  前  補  正  後 

内 容 
期  間 限度額 期  間 限度額 

総合窓口設置支援業

務委託 

令和４年度 

～令和５年度 
40,700 

令和４年度 

～令和５年度 
39,864 

令和３年度中の契約額確定に

より減額します。（秘書広報課） 

前原南コミュニティ

センター備品購入事

業 

令和３年度 

～令和４年度 
15,562 

令和３年度 

～令和４年度 
20,562 

センターの机、椅子等に糸島産

材を活用したものを導入する

ため増額します。（地域振興課） 

火葬施設燃料購入事

業 

令和３年度 

～令和４年度 
352 

令和３年度 

～令和４年度 
447 

灯油の価格が高騰しているた

め 増額します。（生活環境課） 

ごみ処理施設燃料

購入事業 

令和３年度 

～令和４年度 
95,949 

令和３年度 

～令和４年度 
109,477 

灯油、コークスの価格が高騰し

ているため増額します。 

（生活環境課） 
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【第４表 地方債補正】(P8)   

◆ 追加 ７件  変更 ２件  廃止１件  

 

■特別会計補正予算                    （単位；千円） 

会計・補正 補正額 補正後額 主な内容（歳出） 

国保（2号） 664,310 13,260,503 

職員人件費 △602千円(人事異動等による調整） 

保険給付費 658,361千円（給付費等見込増） 

（療養諸費）   516,274千円 

（高額療養費） 128,400千円 

（出産育児諸費）12,607千円 

（葬祭諸費）     1,080千円 

国民健康保険事業費納付金 6,551千円 

（退職被保険者等納付金過年度清算金） 

介護（3号） 2,669 9,611,497 

職員人件費 2,269千円(人事異動等による調整） 

諸支出金    400千円（所得更正による保険料還付金

の増） 

後期（2号） 3,923 1,574,018 

職員人件費 1,304千円(人事異動等による調整） 

繰出金 2,619千円（市町村事務費負担金確定による一

般会計への繰出金） 

渡船（1号） 3,518 89,486 

職員人件費  459千円（人事異動等による調整） 

燃料費 3,252千円（軽油価格高騰による増額） 

会計年度任用職員給料、手当 237千円 

消費税 △430千円（税額確定） 

■公営企業会計補正予算 

【水道事業会計（1号）】                       （単位；千円） 

収  入 支  出 

款 補正額 補正後額 款 補正額 補正後額 

１水道事業収益 3,740 1,847,640 １水道事業費用 △7,040 1,713,262 

２資本的収入 9,620 358,674 ２資本的支出 35,859 1,135,922 

《補正内容》 

 人事異動に伴う調整及び瑞梅寺浄水場建設改良負担金、前年度決算額確定等による補正 

※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額 777,248千円は、当年度分消費税及び地方消費税資

本的収支調整額 57,693千円、減債積立金 208,632千円及び過年度分損益勘定留保資金 510,923千円

で補填するものとする。 

【下水道事業会計（1号）】                      （単位；千円） 

収  入 支  出 

款 補正額 補正後額 款 補正額 補正後額 

１下水道事業収益 △288 2,352,091 １下水道事業費用 △11,029 2,063,269 

２資本的収入 △11,857 682,995 ２資本的支出 7,502 1,508,690 
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《補正内容》 

 人事異動に伴う調整及び前年度決算額確定等による補正 

※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額 825,695千円は、当年度分消費税及び地方消費税資

本的収支調整額 21,191千円、減債積立金 331,606千円及び過年度分損益勘定留保資金 472,898千円

で補填するものとする。 

 



 
 
 
 
 
ふるさと納税返礼品で電子感謝券の運用開始（消費拡大と寄附額向上を目指す） 

 

 

  糸島市は、令和３年 10 月１日から、ふるさと納税を活用した「電子感謝券」の運用を開始しました。 

  電子感謝券（ふるさとチョイス限定）とは、ふるさと納税の返礼品のひとつで、寄附額の 30％分を電

子ポイントとして受け取ることができます。 

  ふるさと納税で寄附をいただいた市外の方が本市に訪れた際、市内の加盟店にて、飲食、宿泊、物販、

体験等にご利用いただけます。 

 

 

  電子感謝券を通じて、「いとしまに来てもらい、周遊してもらうこと」で観光客による消費の拡大と

寄附額の向上を図ります。 

  なお、これまで返礼品として出品しにくかった飲食店や宿泊施設も、加盟店として参加できやすくな

り、ＡＬＬ糸島による地域経済の活性化につなげます。 

 

 

  ①利用者(寄附者)は、「ふるさとチョイス電子感謝券」のアプリをインス 

トールし、糸島市に寄附する。 

 

  （種類）                     （イメージ） 

     

 

 

 

 

 

 

  ②寄附金の決済と同時に、電子感謝券が発行される。 

  ③発行された電子感謝券は、加盟店で即時に利用できる。 

   電子感謝券は、加盟店で１ポイント＝１円で利用でき、ポイントの有効期限は、２年間。 

 

 （飲食）寿司・和食 侍、糸島レストラン AMOUR、森とコーヒー。 

 （飲食）糸島レストラン AMOUR、Bakery Restaurant CURRENT、陶翠苑、レストラン ITOSHIMA、 

一力寿司、寿司・和食 侍、日進丸、ひろちゃんカキ、カキの阿部 飛龍丸 

 （物販）タビノキセキ、工房 はーべすと、志摩スモークハウス、スコーン専門店キナフク 

 （体験）工房 Te・Te 

  ★加盟店は、随時募集（11 月 22 日現在/14店）。12月までに 30店の参加を目指す。 

  

 

  糸島市企画部経営戦略課（馬郡、鬼木）332-2061、業務委託先スチームシップ 332-2150 

 １,５００ポイント（寄附額５千円） 

 ３,０００ポイント（同  １万円） 

 ９,０００ポイント（同  ３万円） 

１５,０００ポイント（同  ５万円） 

３０,０００ポイント（同 １０万円） 

 

概要 

導入のねらい 

利用方法 

加盟店  

お問い合わせ 

定例記者会見●資料３ 

令和 3年 11月 22日 

企画部経営戦略課 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

■概要 

糸島市には現在８件の国史跡があります。そのうち、一貴山銚子塚古墳と釜塚古墳は、玄界灘沿岸で最

大級の規模を誇る古墳で、近畿地方の古墳との密接な関係から、研究者に注目されてきた古墳ですが、一

般にはあまり知られていません。 

そこで、これまでの一貴山銚子塚古墳や釜塚古墳の調査成果を報告するとともに、最前線で古墳研究を

されている研究者をお招きし、北部九州の古墳文化の特質や一貴山銚子塚古墳・釜塚古墳の位置づけにつ

いて講演をしていただきます。 

また、後半のシンポジウムでは、「いとしまから古墳の楽しさを語る」と題して、古墳好きとして知ら

れる沢田幸二さん（九州朝日放送アナウンサー）と研究者 4人が、古墳の魅力について語り合います。 

 

日 時 令和 4年 1月 9日（日）10時～16時 30分（9時 00分から受付開始） 

会 場 伊都文化会館大ホール 

講 師 【報告】「一貴山銚子塚古墳および釜塚古墳の調査のあゆみ」岡部裕俊（伊都国歴史博物館長） 

【講演 1】「北部九州の古墳築造動向からみる釜塚古墳の位置」柳澤一男（宮崎大学名誉教授） 

【講演 2】「一貴山銚子塚古墳の埋葬施設・副葬品とその意義」 

辻田淳一郎（九州大学人文科学研究院准教授） 

     【講演 3】「古墳の埋葬施設と横穴式石室の展開」 

重藤輝行（佐賀大学芸術地域デザイン学部教授） 

     【シンポジウム】「いとしまから古墳の楽しさを語る」 

             コーディネーター：沢田幸二（九州朝日放送アナウンサー） 

             パネリスト：柳澤一男、重藤輝行、辻田淳一郎、岡部裕俊 

定 員 300人（申し込み必要） 

参 加 費 無料 

申込方法 電話もしくはメールにて申込み 

      電話：092-332-2093（糸島市文化課） 

メールアドレス：bunka@city.itoshima.lg.jp（糸島市文化課） 

申込期間 令和 3年 12月 1日～令和 4年 1月 7日 

 

 

 

 

 

 

定例記者会見●資料４ 

令和３年 11月 22日 

教育部文化課 

第 5回伊都国フォーラム 

「玄界灘を見据えた巨大古墳」の開催 

【問い合わせ先】 

教育部 文化課文化財係 担当：江崎 

T E L：３３２⁻２０９３ 

ﾒ ｰ ﾙ：esaki.y.725@city.itoshima.lg.jp 



■関連事業 

タイトル 京都大学考古学研究室ｐｒｅｓｅｎｔｓ 

     「秘蔵写真にみる一貴山銚子塚古墳パネル展」 

日 時 令和 4年 1月 8日（土）～3月 21日（月・祝） 

会 場 伊都国歴史博物館 4階 映像メディアスペース 

入 場 料 無料（別途下記の入館料は必要です） 

入 館 料 一般 220円（団体 110円） 高校生 110円（団体 50円） 

※（  ）は有料入館者 20名以上の団体料金 

※65歳以上・中学生以下／障害者手帳等所持者（付添い 1名まで）無料 

開館時間 伊都国歴史博物館 9時～17時（入館は 16時 30分） 

主  催 糸島市立伊都国歴史博物館 

協  力 京都大学考古学研究室 

【問い合わせ先】 

教育部 文化課博物館係 担当：河合 

伊都国歴史博物館 

T E L：３２２-７０８３ 

ﾒ ｰ ﾙ：kawai.o.936@city.itoshima.lg.jp 







一貴山銚子塚古墳は、糸島市二丈田中に所在する糸島最大の前方後円墳です。
昭和25年に日本考古学協会によって発掘調査が行われ、竪穴式石槨から三角縁

神獣鏡をはじめとする銅鏡10面、鉄製武器27点、玉類などが出土しています。
当時の貴重な発掘調査の記録類や出土品は、現在、京都大学考古学研究室が所蔵

しています。この度、京都大学考古学研究室のご協力をいただき、伊都国歴史博物
館4階において、一貴山銚子塚古墳の昭和25年発掘調査時の秘蔵写真を一挙に公
開いたします。ぜひ、ご観覧ください。

会期 ： 令和 4年 1月 8日（土） ～ 3月 21日（月・祝）

会場 ： 伊都国歴史博物館 ４階 映像メディアスペース
※ 観覧無料、ただし別途、通常の入館料が必要です。

主催 ： 伊都国歴史博物館 協力 ： 京都大学考古学研究室

京都大学考古学研究室presents

「長宜子孫」銘 内行花文鏡

鍍金方格規矩鏡

三角縁神獣鏡

著名な考古学者が多数
参加した昭和25年の一
貴山銚子塚古墳発掘調
査団



 

 

 

 

 

 

 

 

▼経緯 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響による危機的な状況にある観光地域再生に向けて、『地域アク

セス』と『滞在時間』の向上を目的に、糸島市内の事業者を主体に７事業に取り組みます。 

具体的には、宿泊施設を基点に、エリア内の様々なコンテンツにアクセスできるような交通環境の強

化、エリア内の魅力あるコンテンツをまとめて体感できる宿泊ツアーの造成、及びそれを支える周辺整

備に取り組みます。 

この事業をきっかけに、観光客、市内事業者、市民にとってストレスフリーでかつ、魅力ある糸島ら

しい観光のまちづくりを行っていきます。 

観光庁『既存観光拠点再生・高付加価値化推進事業 事業区分２「事業者連携型」の採択事業です。 

（全国 128団体採択）https://www.kizonkanko.net/saitaku.html 

＊『地参地商』とは…地域の事業者が参加して地域の商いを創出する  

 

▼座組  産学官金一体型のコンソーシアム 

多様な業種が連携した「オール糸島」で事業を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年 11月 22日 

定例記者会見●資料５ 

産業振興部 商工観光課 

産学官金連携による『オール糸島地参地商』 

～地域アクセスと滞在時間向上事業を実施します～ 

オフィスパル
（旅行事業者）

セトル㈱
（宿泊事業者）

㈱イトキュー
（交通事業者）

▼支援事業者
　　　　　　　連携 　　　　　　　　　

　　　　　　　連携

糸島市観光協会（DMO）
（糸島観光のまちづくりの

舵取り役、市内観光
事業者との調整役）

福岡銀行
FFGビジネスコンサルティング

iBankマーケティング
（金融機関／金融及び申請等支援）

▼実施事業者

九州大学
（学術的な支援、連携）

市内観光事業者

糸島市
（行政／後方支援）

連携協定

　



▼事業概要 

◎主な事業 詳細な事業については別添資料参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ターゲット 

・福岡都市圏等、近隣地域の 20 代～40代女性の個人客（マイクロツーリズム向け） 

・首都圏、関西圏からの女性の個人客 

◎狙う効果 

・『地域アクセス』と『滞在時間』の向上 

➢観光需要の回復及びウイズ、アフターコロナに向けた魅力ある観光の地域づくり 

◎事業費 

・総事業費        112,066,503 円 

・補助金対象経費      91,925,000 円（交付決定額） 

 

 

【問い合わせ先】 

産業振興部 商工観光課 観光振興係  

担当：長谷川 

電話：332-2080 内線：1859 

 

▼観光庁『既存観光拠点再生・高付加価値化推進事業 事業区分２「事業者連携型」について 

観光拠点を再生し、地域全体で魅力と収益力を高める事業について、短期集中で観光庁が支援を行っ

ている。事業実施期間は、令和 4年 2月 28日まで。 

  

【問い合わせ先】 

福岡銀行 地域共創部 

地方創生推進室 

担当：麻生、吉岡 

電話：092-723-2254 

【問い合わせ先】 

セトル㈱ 

担当：一尾 早希子 

携帯電話：080-1039-3038 

【問い合わせ先】 

イトキュー㈱ 

代表取締役 中原 理臣 

担当    藤田 

電話：322-1741 

【問い合わせ先】 

オフィスパル 

代表 吉川 直子 

電話：332-8507 

携帯番号：090-1517-0697 

事業１ 宿泊施設の高付加価値化改修
『グローカルホテル糸島』のオープンキッチン整備等、
体験価値向上に向けた各種改修

事業２
宿泊施設の換気
感染症対策等設備導入（コロナ対策）

抗菌・抗ウイルスの光触媒を客室等に施工

事業３ 実証事業 大学等と連携した運動と食を通じたウェルネストリップの造成

事業４ 実証事業 デジタルを活用した観光コンテンツ高付加価値化とプロモーション事業

事業５ 周遊性を高めるバス整備費用 バス購入、ラッピング等の実施

事業6 観光需要にあわせた実証運行の実施 糸島エリアにおける新たな二次交通『HOP ON BUS』の試行実施

オフィスパル 事業7 実証事業
サービス産業と農／漁業とを掛け合わせて、糸島ブランドの魅力向上、及び観光
客の来訪を促進する実証事業

事業者名

セトル㈱

㈱イトキュー

事業内容

【問い合わせ先】 

一般社団法人 糸島市観光協会 

事務局長 高田 

電話：322-2098 
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■事業主体 セトル㈱ 

■事業内容  

体験価値の向上機能を付加（施設改修）し、宿泊客の 

満足度を上げるための事業を実施 

→体験型ツアーに対応したホテルの改修 

・オープンキッチン機能の改修 

・ホテル１Ｆ（ビュッフェレストランエリア）部分の改修 

・水回り設備の強化（例：自転車の泥落とし等） 

・自転車ラックの追加設置 

 
 
 ■事業主体 セトル㈱ 

■事業内容 

客室等に抗菌・抗ウイルスに作用のある光触媒 

コーティングの施工工事を行う。 

対象は、当該ホテルの全 85 室、エレベーターホール 

含めた共用部全て（天井、壁、廊下）を想定。 

 
 
 
 ■事業主体 セトル㈱（×九州大学×観光協会×市内事業者） 

■事業内容  

  『グローカルホテル糸島』を滞在拠点とし、糸島ならではの魅力的な宿泊ツアーの企画・造成を行う。 

  ターゲットは福岡都市圏の 20～40 代女性とし、糸島の地域資源（食、自然等）を利活用し、ヨガやデトック

ス、各種運動アクティビティ等を通じて、心身のウェルビーイング向上を図ることで、糸島ならではの事業者

連携によるウェルネストリップ／ヘルスツーリズムとする。 

 九州大学（岸本准教授）による体験効果測定・助言を踏まえたツアーとし、ツアーの付加価値を上げるととも

に、参加者の満足度をあげる。 

上記のような体験メニューを糸島の事業者と連携し造成することで、他の地域の宿泊施設と差別化を図る。 

  

（具体的なツアー内容（実証事業））   

・宿泊施設のオープンスペースや、糸島の自然をいかした場所においてヨガ・デトックス等の体験レッスン 

等の運動アクティビティの提供 

・旬の地元食材を活用したヘルシーフードの提供 

・ツアー前後の健康状態変化チェックを実施 

 

上記のツアーコンテンツについて、２回のモニターツアーを実施予定です。 

なお、モニター参加者は情報拡散効果を期待できるインフルエンサー等を想定 

 今回は実証事業として実施し、参加者等にアンケート調査を行い魅力的な宿泊ツアーを造成していく。 

 

▼事業１ グローカルホテル糸島のオープンキッチン整備等、体験価値向上に向けた各種改修事業      

▼事業２ グローカルホテル糸島（宿泊施設）の換気・感染症対策等設備導入事業（コロナ対策）       

▼事業３ 九州大学等と連携した運動と食を通じたウェルネストリップの造成事業(実証事業)             
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ウェルネストリップ／ヘルスツーリズムのツアー内容（イメージ） 

     
 

 
▲宿泊施設のオープンスペースや糸島の自然を活かした場所において、ヨガ・デドックスの体験レッスン等の

運動アクティビティ（イメージ） 

 ◀旬の地元食材を活用したヘルシーフードの提供（イメージ） 
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■事業主体 セトル㈱（×iBank マーケティング×市内事業者×観光協会） 

■事業内容  

①糸島の食材の魅力を Web で発信できる仕組みを構築し、オンラインで糸島に触れたユーザーが実際に

糸島に訪れる仕掛けづくりをする。 

 糸島の食材を利用したオリジナル商品の開発・食材のセット販売 

 その他糸島の食材を取り扱うオンライン特設販売サイトを地域共創型オンラインストア“エンニチ”に

設置する。 

 特設販売サイトで購入した商品には現地引換クーポンを準備（商品限定・数量限定） 

 

 

 

②コト消費で完結している若年層に向けて糸島ブラント（モノ）に気付いてもらうため、「手ぶらで帰れるお

土産」をオンラインで購入できる仕組みを構築する。 

 HOP ON BUS や、糸島のスポットにオンライン特設販売サイトの QR コード同線を設置 

 ①で準備する商品に加え、糸島産商品（お土産）も合わせて販売する。（15 商品想定） 

 200 セットまで送料無料で販売する 

 

 

                                             

 

 

 

 

 

▼事業４ デジタルを活用した観光コンテンツ高付加価値化とプロモーション事業（実証事業）               
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③上記の施策を効果的に認知する手段として、事業のターゲットである近隣地域の 20 代～40 代女性に

効果的に接触ができるデジタル媒体銀行公式アプリ Wallet＋の金融データを元に確実に情報を届ける。 

④同じくターゲット層に合致する SNS 等と地元雑誌の取材を活用したプロモーションを展開する。 

 

 
 
 
 
 
 

 

■事業主体 ㈱イトキュー 

■事業内容  

域内の様々な観光地点、アクティビティを周回するバス運行等に向けて必要なバスを購入する。 

また、バスによる体験価値向上に向けたバスのラッピングを行う。 

・14 人乗り小型バス購入（5 台） 

・イベント運行用バスラッピング（上記の 5 台） 

 

 
 
 
 
 
 
 
です 
 
 
 
 
 

▼事業５ バス購入、ラッピング等の実施事業                            

購入予定の小型バス（14 人乗り）の参考画像 バスラッピングのイメージ写真です。 

なお、当該事業における実際のラッピングについては、 

事業開始後に詳細なデザイン等を検討し実施予定 
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■事業主体 ㈱イトキュー（×オフィスパル×観光協会×セトル㈱×市内事業者） 

■事業内容  

域内の様々な観光地点、アクティビティを小型のバスによって気軽にアクセス可能とできるような

交通サービス構築に向けた実証実験を行う。 

観光事業者と連携し、観光ガイド（添乗員）付きツアー商品「HOP ON BUS」の試行運用を行う。 

セトル㈱の宿泊施設「グローカルホテル糸島」も周回に含め、宿泊事業者との相乗効果享受も図る。 

次年度以降の継続性を踏まえて、当該試行では、有料（お試し価格として、1日乗車券を 1,000 円で発

売予定）とし、テストマーケティングおよびオペレーションチェックを実施。 

運行ルートについては、オフィスパル、グローカルホテル糸島、糸島市観光協会、糸島市等との協

議を踏まえて、ニーズの高い拠点やエリアを含めたルートとします。 

テーマは『自由気ままに糸島旅。』観光各所にて乗降～乗換が自由に出来ます。 

 

HOP ON BUSは、『出発式』を、令和４年１月に実施する予定。 

日時、場所等につきましては後日連絡いたします。 

  
＊実証運行ルートは２コース、ルート、時間は次ページ P６参照 

▼Aコース 『糸島のんびりドライブコース』（金・土・日・月 運行予定）／雷山・白糸・二丈方面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
▼Bコース 『満喫！GOto糸島コース』（毎日運行予定）／二見ヶ浦・芥屋・福の浦方面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

▼事業６ 糸島エリアにおける新たな二次交通『HOP ON BUS』の試行実施（実証事業）                    
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『HOP ON BUS』運行ルート及び時間 

 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルート、時間等は変更になる可能性があります。 
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レンタル自転車利用が可能です。 
（SHANTIにてレンタル） 
よりアクティブに糸島観光が楽しめます！  

ルート、時間等は変更になる可能性があります。 
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■事業主体 オフィスパル（×観光協会×セトル㈱×九州大学学生×市内事業者） 

■事業目的 

 糸島市の魅力の一つは、その海と山が隣接した土地で生産される第一次産業（農／漁業）であり、

その第一次産業と既に知名度の高い第三次産業（カフェ、レストランなど）と掛け合わせて発信する

ことで、糸島の魅力を更に訴求でき、市内の集客・滞在促進に寄与できるものと考えます。 

 そこで、上記のコンセプトを元に、新たな観光ツーリズム商品の開発を行ない、更には、糸島市内

を周遊するバス（Hop on Bus）も合わせて運行し、ファムツアーなどを通じて、本事業の評価・検証

を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■実施内容 

その時季の旬の際立った生産者（生産物）にフォーカスし、それを地域一体となって観光体験商品

や料理メニューとして発信する体験コンテンツ（下図①・②）、及びその農産品を購入できるマルシェ

（下図③）の開発を行なう。 

 また、この新たに造成した体験コンテンツに加え、既存の観光スポットや宿と組み合わせて、糸島

を周遊する滞在型ツアー（下図④）の造成にも取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼事業７ サービス産業と農／漁業とを掛け合わせて、糸島ブランドの魅力向上、及び観光客の来訪を促進する実証事業    
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▼Farmer‘s Diningについて 

本事業のメイン企画である『Farmer‘ｓDining』は、糸島の際立った一次産品／生産者（農業、

漁業、畜産など）を選定し、その生産物の旬の時期に、その生産地を訪れ、生産者の想いやこだわ

りを直接聞き、またその生産者がホストとなってポップアップレストランを体験するものです。 

また、ポップアップレストランの会場は、地域の工芸品やお洒落なアウトドアギアなどを活用し

て上質な空間を演出し、高付加価値（単価）商品として造成します。 

更に、インスタ映えする空間とすることで、参加者による SNS などでの口コミ拡散効果も期待で

きるものとします。 

 

  ※下記写真は、他地域での取組み事例 
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